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定員 100 名 

参 加 費 
 

司 会：川畑 隆 

 
（そだちと臨床研究会） 堺 稔 

 
（児童養護施設 鹿深の家） 

綱島 庸祐 

 
（児童養護施設 鹿深の家） 

社会的養護の現場から」 

 

内海 新祐 
 （児童養護施設 旭児童ホーム） 

ゲ ス ト 

 

2,000 円 

トークイベント
刊行記念

（先 着 順） 

日 時 
2023 年 9 月 9 日（土） 

14:00～16:30 

キラリエ草津５階 会議室 502＆503 会 場 
（滋賀県草津市大路二丁目 1 番 35 号） 

後援：明石書店

 
申込方法 

タイトルを「参加申込」とし、本文に「お名前・ご所属・連絡先・書籍購入の要否(書籍購入を希望 

対 談 

アクセス 

「『ふつう』に育てるとはどういうことか 

次第、締め切らせていただきます。 

される方は送付先も）」を記載の上、下記のアドレスまでメールをお送り下さい。 

参加費の振込先等を返信いたします。 入金が確認できた方から先着順に受け付け、定員になり 

【申 込 先】 kafukaseminar@gmail.com  【申込締切】 2023 年 8 月 31 日（木） 

 
お得なセットもあります！（税・送料込） 
書籍購入＋参加費で 3,500 円の 

9 月 7 日（木） 17:00 迄 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 タイムスケジュール 

● 登壇者紹介 

川畑 隆（かわばた たかし） 

1980 年、京都府生まれ。2006 年に鳴門教育大学大学院学校教育研究科修士課程修了。適応指導教室、児童相談所での勤務を経て、2009 年に児童養護施設鹿深の家に入職。 

綱島 庸祐（つなしま ようすけ） 

2013 年からは滋賀県スクールカウンセラーも兼務。臨床心理士、公認心理師。 

内海 新祐（うつみ しんすけ） 

1973 年、神奈川県生まれ。1995 年 3 月、東京大学教育学部卒業。4月、同大学院へ。在籍中、武蔵大学学生相談室、関東中央病院精 

児童養護施設旭児童ホーム臨床心理士。著書として、『児童養護施設の心理臨床： 虐待」 のその後を生きる』（2013／日本評論社）『子 

神神経科（教職リハビリ）、航空公園クリニック勤務。2001 年 3 月、東京大学大学院教育学研究科博士課程単位取得退学。4月より、 

の実践』（編著）（2021／日本評論社）など。 

ども待」を考えるために知っておくべきこと』 （編著） （2020／日本評論社）、 『こころで関わりこころをつかう 心理臨床への手びき そ 

13:30 ～ 14:00 受 付 

14:00 ～ 14:05 開会の挨拶 児童養護施設 鹿深の家 施設長 春田 真樹 

14:05 ～ 14:30 「【講演】鹿深の家の『ふつう』の子育て——本書を通して伝えたかったこと」 

児童養護施設 鹿深の家 臨床心理士 綱島 庸祐 

14:30 ～ 16:00 「【対談】『ふつう』に育てるとはどういうことか——社会的養護の現場から」 

話し手①：児童養護施設 鹿深の家 副施設長 堺 稔 

司 会：そだちと臨床研究会 川畑 隆 

話し手②：児童養護施設 鹿深の家 臨床心理士 綱島 庸祐 

ゲスト：児童養護施設 旭児童ホーム 臨床心理士 内海 新祐 

16:00 ～ 16:25 質疑応答・全体ディスカッション 

16:25 ～ 16:30 閉会の挨拶 児童養護施設 鹿深の家 施設長 春田 真樹 

1954 年に鹿児島市で生まれ、北九州市小倉区（当時）で育つ。同志社大学で心理学を学び、京都府の児童相談所に 28 年間勤務した後、京都先端科学大学（旧京都学園大学） 

で 14 年間、京都橘大学で 2 年間、心理学科の教員をつとめて退職。有志による「そだちと臨床研究会」所属。専門は児童福祉や教育分野等における対人援助。子ども家庭 

支援のいくつかの現場、学校関係などでの事例検討会や研修会にかかわっている。著書に『要保護児童対策地域協議会における子ども家庭の理解と支援─民生委員・児童委 

員、自治体職員のみなさんに伝えたいこと』（明石書店）などがある。臨床心理士。 

堺 稔（さかい みのる） 

1978 年、三重県生まれ。花園大学で児童福祉を学び、2002 年に児童養護施設鹿深の家に入職。対応の難しい子どもたちとの関わりや自立支援、家族支援を中心に実践を積 

んできた。2022 年より児童養護施設鹿深の家副施設長。 

児童養護施設 鹿深の家 

滋賀県甲賀市甲賀町小佐治 3571 

FAX 0748-88-2016 
E-mail kafuka-home3571@zeus.eonet.ne.jp 
URL https://kafuka-home.com 

〒520-3407 

TEL 0748-88-2015 問い合わせ先 
 

「子育て」として許容される幅がとても狭くなっていて、「理想的な子育て」を「ふつうの子育て」 

だと感じるようになってきている気がするのです——（本書「まとめにかえて」より） 

していくか等について、書籍の内容を踏まえながら語り合いたいと思います。 

わが国の「子育て」を取り巻く状況や、そこに社会的養護の現場で培われた経験をどのように還元


